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1966 年 7 月 29 日 に 丹羽 真弓 2, 菊池 英 行 め 両 君 に よっ て 宮 城 県 か ら 未 記 録 の クロ ミド リ シ ジ ミ の 採集 報告 を 受け 
た 。 そ の 標本 を 九州 大 学 白水 隆 教授 に 同定 し て いた だ き ク ロミ ドリ シジミ K 間 着い な いと と が 判明 し た 。 さら に そ 
の 産地 て 菊池 英 行う 逆井 清 両 君 に 案内 し て いた だ き 本 種 の 生息 し て いる 事実 を 確認 で きた の で 上 記 の 三 君 の 御 好 
意 (に 感謝 する 意 で 取 敢 え ず と と に 報告 し た い 。 

丹羽 , 菊 池 両 君 に よっ て 報告 され た クロ ミド リ シ ジ ミ の 産地 は 宮城 県 牡鹿 郡 稲 井町 の 西端 に ある 籠 峯山 (347.5m) 
で ある 。 と の 山 の 中 腹 100m 位 の 標高 の 所 |( に ある クヌギ 林 が 本 種 の 生息 地 で , 7 m 前 後 の 枝 ぶ り の よい 木 が 多く , 
道 か ら 林 の 中 に 足 を 踏 入 れる と と は な か な か 困難 で ある 。 

1966 年 8 月 10 日 , 菊池 , 逆井 両 君 と , と の クヌギ 林 の 上 部 まで の 山道 を 歩き な が ら 和 観察 で きた 蝶 は , ミズ イロ オ 
ナガ シジミ が 圧倒 的 (に 多く , それ より 少し 少な め の が クロ ミド リ シ ジ ミ で あっ た 。 と の 他 ( に は 2 頭 の ウラ ナミ アカ 
シジミ が み ら れ た だ け で ある 。 と の 林 よ りか な り 低い 場所 に まばら に は えて いる クヌギ の 木 か ら オオ ミド リ シ ジ ミ 
の 1 * も 見 つか っ た 。 と の クロ ミド リ シ ジ ミ の 採集 され た クヌギ 林 は か な り 大 き な も の で ある 。 道 に 沿っ て 100m 
位 の 距離 範囲 内 で 主 に 採集 な ら び に 目撃 し , と の 日 30 頭 目撃 する とこ と が で きた 。 この 映 は 驚く と 林 の 中 に 逃げ ば 去り , 
二度と 道端 に 出 て と な い よう で ある 。 採集 され た すべ て の 個体 の 後 次 裏 面 の 樽 色 斑 は, 肛 角 部 か ら 第 3 室 に お よ 
ん で いる 。 ま た 小生 の 採集 し た 個体 の 中 に 前 夫 表 の 中 
室外 方 に 薄い 棒 色 の 斑紋 の ある も の が 1 頭 だ け あ っ た 。 
写真 は 当地 で 撮影 し た 雌 個 体 で ある 。 (50mm, f 5. 6, 
36o 秒 , キャ ノン フレ ックス ) 2 

さて 本 種 の 最 祝 の 採集 者 は 丹羽 真弓 君 で , 1965 年 7 月 
18 日 に 2 $③$4 ゃ を 採集 し て いる 。 その 人 後 1966 年 に 入 
っ て か ら 前 記 の 3 君 に よっ て か な り の 個体 が 同一 地点 で 
採集 され て いる 。 8 月 10 日 の 採集 個体 数 は 次 の 通り で あ 
る 。 5 光 (菊池 )) 4\ 生 (逆井 )) 6 ゃ \ (伊藤 )。 

と れ か ら も わか る よう に , 含ま で 採集 され た 成虫 は 
殆ど が 個体 で ある 。 と の と と は 採集 時 期 が 彼ら の 学校 ce 4 
が 夏休み に 入っ て か ら の 7 月 下旬 か ら 8 月 上 旬 に 集中 し 
た た め と 思わ れる 。 当地 で の 発生 期 は 既知 産地 で の それ 
と 同じ よう に 6 月 下旬 一 7 月 上 旬 ま で と 考え られ る 。 値 牽 出 の クロ ミド リ シ ジ ミ 

今後 の 問題 点 : 8 月 10 日 の 観察 か ら も 当地 に 本 種 が 多 (1966 年 8 月 10 日 , 伊藤 吉 撮 影 

















































































































1) 宮城 県 仙台 市 河原 町 1 一 2 一 22 
2) 2 人 共に , 宮城 県 立石 巻 高等 学校 三 年 在学 中 
3) 宮城 県 立石 巻 工業 高等 学校 三 年 在学 中 
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産 す る と と は 間違い な い 。 し か し と の ドク ロミ ドリ の 林 、 と も 言う べき クヌギ 林 の と と ろ ど と ろ に タバ コ 畑 が 食い 
込ん で き て いる 。 ま た 比較 的 な だ ら か な スロ ー プ な の で さら に 開 女 され る 可能 性 が ある 。 装い な と と (に, と この辺 一 
帯 す な わ ち 牡鹿 半島 は 周知 の 通り 岩手 県 の 三陸 海岸 の 続き を な す も の で リア ス 式 海岸 より な る 。 海岸 地帯 は アカ マ 
ツ (Pinus densiflora) の 二 次 林 で お お われ て いる が , それ より 内 陸 に 入る と クヌギ の 木 の 多い の に 驚か され る 。 
と の クヌギ は 大 き な 和 群落 を な し て いる 。 特筆 山 に も 同じ よう な 規模 の クヌギ 林 が いく つか ある が 未 調 仁 で ある 。 そ 
れ で 今後 と の 辺 一 帯 で 他 に も クロ ミド リ シ ジ ミ が 生息 し て いる 可能 性 は 非常 大 きい も の と 確信 する 。 


















































浜松 市 で す オオ ルリ オビ ピク チバ を 採集 


1) 


渡 辺 一 雄 上 


[schyja manlia CRAwgs captured at Hamamatsu (Shizuoka Pret.) 


By KAazuUo WATANABE 


Ischyja manlia CRAMER オオ ルリ オビ クチ バ は 大 型 美玲 な ヤ ガ の 1 種 で , 沖縄 , 台湾 , フィ リピ ン , ジャ ウ 
ビル マ , イン ド , セイ ロン 等 の 東南 アジ ア に 広く 分 布 す る 。 沖 縄 産 の も の に つい て は , 艇 俊郎 氏 が 賊 類 通 信 No.29 
で 従来 の 記録 を まとめ られ て いる 。 ま た 同誌 上 で , 東平 地 清 二 氏 は 首 里 で 採集 し た が 稀 な 種 で ある と と を 報じ て い 
る 。 日 本 本 土 で は 1961 年 鹿児島 で 採れ た も の が 唯一 の 記録 に な っ て いる 。 

筆者 は 1965 年 9 月 21 日 夜 , 浜松 市 内 で 需 光 浴 に 飛来 し た 1 を 採集 し た 。 本 種 の 分 布 区 か ら 考 えて 土着 し て いる 
も の と は 考え られ な い 。1965 年 9 月 17 日 夜 , 大 型 台 風 24 
号 は 浜松 市 の 西方 に ある 愛知 県 蒲郡 付近 に 上 陸 し , 北東 
に 進路 を と っ た 。 人 台風 四 の 外側 が 浜松 市 を 通過 し た 数 十 
分 間 は 暴風 雨 が 止む 状態 に あっ た 。 と の 台風 の 通過 後 4 
日 目 に 本 種 を 採集 し た 。 と の 台風 は ガム 島 付 近 で 発生 し 
た 熱 低 が 発達 し た も の で , その 後 北上 し て 沖縄 と 南大 東 
島 の 間 を 通っ て いる の で , と の 峨 の 土着 地 と 思わ れる 沖 
縄 付近 の 島 か ら 運 ば れ た も の と 考え られ る 。 

前 超 は 木の葉 状 で 帯 黒褐色 を 呈し , 外 半 は 淡色 , 後 燃 
は 黒 補色 の 地 に 太い 瑠璃 公 の 帯 が 吐く 。 和 名 も と これから 
つけ られ た と 思わ れる 。 触角 は 発達 し 太く 長い 。 下 居 頻 
の 先端 は 根 棒 状 。 複 限 は 暗 緑 色 で 大 きい 。 束 開 張 87。 
体長 35 粧 。 

本 報告 を する に 当り , 本 種 の 同定 並び と に いろ いろ の 御 
教示 を 賜っ た 東京 農業 大 学 井 上 寛 博士 , 峨 類 学 会 杉 繁 朗 
氏 に 心から 謝意 を 表す る 。 ま た 人 台風 24 号 に つい て は , 浜 
松 測候所 堀 技官 を わずらわし た 。 と れ ま た 厚く 御礼 申し 
上 げ る 。 






















































































浜松 市 で 採集 し た オオ ルリ オビ クチ バ 





1) 浜松 市 紺屋 町 165 
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